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世界初の多孔性シリカ/有機ポリマーDual-Matrix構造

粒子径　2.5 μｍ
細孔径　１3 ｎｍ

多孔性シリカ/有機ポリマー
オクタデシル基 (USP-L1)

広域ｐＨ範囲 1-12
高分解能2.5μm粒子 UHPLC対応 (50MPa)

アンモニア移動相を用いたシンプルなLC-MS分析
ペプチドのESI-Negativeモード分析
アルカロイドのアルカリ移動相分析

アルカリ試料注入・アルカリカラム洗浄

PorousSilica / OrganicPolymer Dual-Matrix ODS

伝統的なシリカ系カラムは機械的強度は高いのですが，アルカリで溶けやすい難点があります。　一方ポリマー

系カラムはアルカリには強いのですが，充てん剤が柔らかく有機溶媒濃度変化で充てん剤が膨潤収縮する結

果，カラム性能が低下しやすいという難点があります。

近年のアルキル架橋構造を有するハイブリッドシリカODSは，シリカ骨格の耐アルカリ性は強化されているもの

の，細孔表面にはオクタデシル基を修飾するためのシラノール基が必須であり，未修飾の残存シラノールをエ

ンドキャッピングする必要があるため，固定相表面では従来カラムと同様にアルカリによるリガンドのブリードが

懸念されます。

本製品の特長
DACAPO DX-C18は，充てん剤としては世界初の「Dual-Matrix」構造を有しています。これはアルカリに弱

い多孔性シリカの細孔表面を有機ポリマーで完全に被覆しつつC18リガンドを導入した表面構造で，耐アルカ

リ性と機械的強度を兼ね備えた特長があります。 シリカ由来のシラノールをほぼ完全に遮蔽しているため，残

存シラノールによる非特異的相互作用がなく，シラノールが原因となるアルカリ加水分解も生じにくい，という

利点があります。

Porous Silica Matrix

Organic-Polymer Matrix

Silica - Polymer
Dual-Matrix Porous Particle

2.5 µm

13 nm



ワイドpHレンジ   シンプルなアルカリ移動相によるLC-MS分析

カラム情報

DACAPOの担体は，有機溶媒に対する体積変化に優れたシリカの性質と，耐アルカリ性に優れた有機ポリマーの性質を併
せ持つ，クロマト材料としては画期的な構造体です。　ペプチドやアルカロイドのアルカリ分析などにシンプルなアンモニア移
動相が使用できるようになりました。　またアルカリ試料溶液を注入するメソッドや，カラムのアルカリ洗浄に対しても大きな
効果が期待できます。　さらに酸性移動相を用いる場合でも残存シラノールの影響が極めて小さい優れたピークが得られま
す。 DCAPO DX-C18は，従来のシリカ系ODSによる分析の限界を突破する新しいメソッド開発に貢献します。

「ミクロ/ナノカラム」 についてはお問い合わせください。

主な仕様：　粒子径：2.5μｍ， 細孔径：13ｎｍ， 固定相：オクタデシル基，　耐圧：50MPa, 対象分子量: 約10kDa以下 
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ペプチドのLC-MS(ネガティブモード)分析

アルカロイドのアルカリLC-MS分析 塩基性物質のギ酸酸性分析
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ハイブリッドシリカは，基材はアルカリに強くても，表面に
はシラノールが存在するために，アルカリによるリガンド
の加水分解が生じます。　DACAPO はシリカ由来のシラ
ノールが有機ポリマーで被覆されているため，アルカリ
耐性が向上します。

ペプチドを等電点よりも高いアルカリ移動相で負イオンと
することにより，ESI-ネガティブモードでLC-MS分析が可能
となります。　MS感度はポジティブモードと同等以上であ
り，従来のペプチド分析とは異なる分析情報が期待でき
ます。

アルカロイドなど塩基性の強い化合物はアル
カリ移動相で保持が大きくなり，良好なピー
ク形状とMS感度が期待できます。

ギ酸酸性移動相において多価の塩基性化合物は複数の解離基と
残存シラノールとのイオン的相互作用により，ピーク割れの現象が
生じる場合があります。 DACAPO DX-C18 は残存シラノールの影
響がない良好なピーク形状が得られます。


